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令和 5年 5月号 
  第 379 号 

 

    
 

 巻頭言 
人生100年時代       

   浅川囲碁同好会 三宅 公誠 
医療技術の目覚ましい進歩により人はますます長生きできるようになった。厚生労働
省が発表した 2022年の我が国の平均寿命は男性が 81.47 歳、女性が 87.57 歳であり
世界一の長寿である。近年の医療技術の進歩により我々は更に長生きするであろう。寿
命の限界が120歳～150歳とも言われる長寿化時代を迎える我々にとって余生の過ご
し方は大変重要なテーマである。 
碁や将棋は頭のスポーツと言われ将棋は戦いのゲームで論理思考をつかさどる左脳
が使われ、碁は石の構築法を競うゲームで空間認識をつかさどる右脳が主に使われると
考えられてきた。所が近年、碁を打っている時には右脳に限らず脳の広い範囲が活性化
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していることが判明した。その理由は碁には基本的に三つの戦法があり、序盤は全体を
見渡す空間認識能力、中盤は接近した石の戦いを読む推理能力、終盤は地合い（碁の勝
敗）を見極める計算能力など異なった能力を必要とするため脳の広い部分の機能が活性
化するものと考えられる。つまり碁は最高の脳トレ手段なのである。 
今後ますます長くなるであろう余生を楽しくそして豊かに過ごすためには心身とも
に健全でなくてはならない。幸いなことに囲碁同好会の我々は碁を楽しみながら脳トレ
で「ボケ防止」が約束されている。あとは適度な筋トレ運動で足腰を鍛えさえすれば来
るべき「人生 100年時代」が豊かで有意義なものとなるであろう。 
 
  

理事会議事録（抄）                                                     
                                          

令和4年度理事会議事録（第 13回） 
日時 ：令和 5年 3月 25日（土）9:30～12:00 
 場所 ：大横保健福祉センター 
出席者：宮崎、池田(議事録作成)、多田、金本、菅井(欠)、 
    森田（欠） 

新理事（端山、澤田、荒畑、木村） 
 

会長報告 
(1) 多摩地区 28 市町対抗団体戦実行委員会が 5月 11 日（木）、13 時からクリエート
ホールで開催されるので担当者は出席されたい。 

(2) 11 月 3日（金）、市民文化祭囲碁大会の会場（東浅川保健福祉センター）は、八王 
子市で予約済み。 
(3)東浅川保健福祉センターの囲碁用具は、浅川同好会の三島会長が自宅で 12 月まで
保管。ロッカールームの備品は宮崎が 12月まで保管。 
4 月 9 日の浅川活きいき大会は、浅川保管の囲碁用具で対応、4 月 23 日の恩方活
き 
いき大会は、恩方保管の囲碁用具で対応する。元八王子活きいき大会以降、川口大会 
まで従来どおり恩方保管の囲碁用具を持ち回りとする。 
  なお、地下ロッカールームは 8月から使用できるとの情報もあり研修部野嶋氏と 
 も連携を取り対応する必要がある。 
(4)浅川同好会長から活きいき大会において、八碁連会長及び競技委員長の出席要請が
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あり、対応願いたい。 
 
各理事報告 
副会長（池田） 
・八碁連会員名簿は、3月 13日に各同好会長あて 4月 10日までに提出いただくよう
お願いした。 

・5年度八碁連だよりの巻頭言の原稿依頼を各同好会長あてに連絡予定。併せて配布部 
数についても報告いただくようお願いする。 
・囲碁用具を東浅川保健福祉センター4階倉庫に置けないか、4月以降館長へお願いす 
る予定。 
・5年度八碁連本部大会等の日本棋院への後援依頼の申請書を 3月末までに作成し、提 
出予定。 
会場担当（多田） 
・6 月の理事会は、6 月 24 日（土）、大横保健福祉センターで第 1 会議室、午前で予
約済み。 
・9月 10日（日）の八王子市こども囲碁大会は、東浅川保健福祉センターで予約済み 
（集会室 2,3,5,6,7）。料金は 11,900 円で当日支払い。 
会計担当（金本） 
・八碁連会長の名義変更に伴う郵便局への届出が必要。八碁連規約を添付することにな 
り、改正後の八碁連規約を準備願いたい。 
 
議案討議事項 
１ 同好会対抗囲碁団体戦の実施要綱の作成 
  1 チーム 3 名の 16 チームトーナメント団体戦（先鋒、次鋒、大将戦）で、10 同

好会と会員の多い同好会や研修部、八碁連支部、理事など 6チーム。 
  ハンディ戦で最高7子までとし、3回戦で優勝決定と敗者復活戦ありで3位決定。 
  以上のような案を軸に今後、理事会で検討。12月の会長会に実施要綱案を提示で 
きるようなスケジュールで進めることで決定。 
 
２ 八碁連HPの運用について 

総会で提案し承認された内容を基本に、今後、町会のHP作成など行っている(株)
タウンニュース社と業務内容や料金、維持費も含めた一括契約の可能性など打ち合わ
せを行うことで決定。打ち合わせは、会長、広報担当、成田氏で予定する。 
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その他 
(1)次回理事会は、4月 22日（土）、大横保健福祉センター第 1会議室、9時 30分
から予定。 
(2)新理事である端山（台町）、澤田（長房）、荒畑（川口）、木村（南大沢）の各氏か
ら自己紹介及び理事業務の引継ぎを行った。 

 
 
 
令和 5年度の大会予定をお知らせします。都合により中止となる場合があります。 
1. 第 31 回活きいき囲碁地区大会（後援：八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院） 

 

2. 第10回八王子市子ども囲碁大会（後援：八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院） 

 
 
3. 第 2回ペア碁囲碁大会(八碁連共催)  

 

開 催 日 共   催 会    場 
令和 5年 4月 9日(日) 浅川囲碁同好会 横山南市民センター  電 666-4700 

令和 5年 4月 23日(日) 恩方   〃 恩方市民センター   電 652-3333 

令和 5年 5月 14日(日) 元八王子 〃 元八王子市民センター 電 651-3960 

令和 5年 5月 28日(日) 中野   〃 中野市民センター   電 627-6221 

令和 5年 6月 11日(日) 大和田  〃 大和田市民センター  電 645-8980 

令和 5年 7月 9日(日) 石川   〃 石川市民センター   電 642-0220 

令和 5年 7月 23日(日) 台町   〃    台町市民センター   電 627-3808 

令和 5年 9月 3日(日) 南大沢  〃  由木中央市民センター 電 676-8123 

令和 5年 9月 24日(日)  長房   〃 長房市民センター   電 664-4774 

令和 5年 10月 8日(日) 川口   〃 川口市民センター   電 654-0722 

開 催 日 主  催 会  場 

令和5年9月10日（日） 八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

開 催 日 主 催 会  場 

未定 日本棋院八王子囲碁連支部 東浅川保健福祉センター 

お知らせ 
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4. 第５回多摩地区28市町対抗囲碁団体戦    

 

5. 第73回八王子市民文化祭囲碁大会（八碁連主管、後援：日本棋院） 
開 催 日 主  催 会  場 

令和 5年 11月 3日(金） 
文化の日 

八王子市民文化祭実行委員会外 
協賛： 八王子文化連盟 東浅川保健福祉センター 

 
6. 第 33回八碁連囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

開 催 日 参加者 主 催 会  場 
令和 5 年 11 月 12 日
（日） 

三段以上 

令和 5 年 11 月 26 日
（日） 

二段以下 

八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

 

7. 第１回八碁連同好会対抗団体囲碁大会  
開 催 日 主 催 会  場 

令和 6年１月 28日(日）   八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

 
8. 第 29回八碁連タイトル囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

開 催 日 参加者 主 催 会  場 

令和 6年 2月 4日（日） 注 八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

注：タイトルは、八王子名人、八王子王座及び八王子天狗とする。 

 
9. 第 3回八碁連女性囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

開 催 日 主 催 会  場 

令和 6年 2月 1１日(日) 八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

 
 

開 催 日 主 催 会  場 

令和5年 8月 20日（日） 
多摩地区市町対抗囲碁団
体戦実行委員会 

いちょうホール 小ホール外 
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「日本棋院八碁連支部コーナー」 
 
 令和4年度の支部活動報告        常任幹事  南 正一郎 
 
関東甲信越静地区の支部代表者懇談会が 3 月 17 日に 3 年ぶりに開催されました。
その席上で八碁連支部は「支部会員増 10傑」の全国第 8位となり表彰されたことをお
伝えします。皆さんにご協力頂いた結果であり、感謝致します。 
令和 4 年度の日本棋院の活動状況は、全国での囲碁イベントは着実に実施されるよう
になり、以前の状態に少しづつ戻っているようですが、会員総数は 18,569 名(、ネッ
ト会員除く)で 2年連続で 3,000 名超の減少という非常に厳しい状況にあり、同時に普
及活動の最前線である支部数も前年比 33 減の 476 支部(支部会員 8,391 名)に減少し
ており、日本棋院の更なるテコ入れが急務となっています。 
プロ碁界では、年初の棋聖戦で一力遼九段が井山裕太棋聖の 10連覇を阻止して初の
棋聖位を獲得し、秋の名人戦では芝野虎丸九段が井山名人を降しタイトルを獲得、12
年ぶりに七大タイトルが5人の棋士に分散するという戦国時代の様相を強めています。
女流碁界も藤沢里奈、上野愛咲美の 2トップが牽引していますが、13歳の最年少で女
流棋聖位に就いた仲邑菫三段、初タイトルを獲得した牛栄子扇興杯など層の厚さで鎬を
削り、楽しませてくれています。 
次に八碁連支部の状況について報告します。 
4 年度の大会については、7 月に予定していた第 7 回級位認定囲碁大会及び 8 月に予
定していた第 2回ペア碁大会はコロナ禍により中止しました。11月には幸いにしてコ
ロナ禍も小康状態になり、八碁連大会と同時開催で熊丰七段、知念かおり六段の指導碁
を開催し、24名の方が参加されました。 
 知念かおり六段からは前年に続き感想文を寄せていただき、「八碁連だより」23年 1
月号に紹介いたしました。また、吉澤實八段、三島敏明七段、藤森力七段を講師とする
囲碁研究会を月 2回のペースで 18回実施しました。尚、当研究会の生みの親でもある
吉澤實八段が昨年 11月 4日にご逝去されました。感謝とともにご冥福をお祈り致しま
す。 
令和 5 年度の計画につきましては、池田新支部長のもと、例年どおりの「級位認定囲
碁大会」「ペア碁大会」、八碁連大会と同時開催で「指導碁会」を計画します。冒頭に記
した「会員増第 8 位」によるプロ棋士 1 名の報奨派遣も利用します。囲碁研究会につ
いては、会場の東浅川保健福祉センターの改装工事の絡みもあり、時期を見て皆さんと
相談させていただきます。 
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  また、前年に引き続き日常の取り組みとして、 
・ 日本棋院会員への入会と既会員の支部会員への移行  
・ ネット碁の「幽玄の間」会員や「情報会員」への入会と支部への登録 (支部会員で
ある制約なし)  を奨めて行きます。これらは支部への普及協力金額やポイント数等の
特典として跳ね返って来ます。現時点での普及協力金は年額で約 23,000 円であり、支
部の活動資金となっています。支部ポイントは 230 ポイントで、これによりプロ棋士
1名の特別派遣が可能となっています。 
 日本棋院の月刊誌「碁ワールド」は「囲碁未来」の廃刊後、級位者から段位者まで幅
広く楽しめる内容になっています。入会され購読されることをお薦めします。 
終わりに、平成 5 年度の総会議案については、宮崎八碁連会長(兼支部長)により、3
月 31日付けの書類決済としました。総会資料や入会手続き等についてご所望の方はご
連絡下されば送ります。   

 
   

  
       
 

 

 

 

♦♦ 

 

 

 

 

第31回活きいき大会のご案内 
〚大和田大会〗（マスクの着用をお願いいたします。） 
♦開催日 令和５年６月 11日（日） 
♦受 付 午前９時 10分～ ９時 30分開始予定 
♦会 場 大和田市民センター tel 042-645-8980 
♦参加費 会員 1,000 円・非会員 1,200 円（弁当付き） 
♦申込先 各囲碁同好会長➙大和田囲碁同好会長 成田 滋 
   メール：shigerunarita@gmail.com 
♦申込期限 令和５年 6月 4日（日）欠席等の変更は事前にご連絡下さい。 
 八碁連Webサイトからの参加申し込みもできます。 
〚石川大会〗 
♦開催日 令和５年７月９日（日） 
♦受 付 午前９時 10分～９時 30分開始予定 
♦会 場 石川市民センター  tel042-642-0220 
♦参加費 会員 1,000 円・非会員 1,200 円（弁当付き） 
♦申込先 各囲碁同好会長➙石川同好会長 石川幌二 
    メール：kisikawa19@nifty.ne.jp 
♦申込期限 令和５年６月 25日（日）欠席等の変更は事前にご連絡下さい。 
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第31回活きいき大会の結果               
【浅川大会】  令和５年４月９日（日） 
会場 横山南市民センター 
参加者数 70 名 
 浅川 恩方 元八 中野 大和田 石川 長房 南大沢 川口 合計 
参加者数 22 12 ４ ７ ４ ４ 14 ２ １ 70 
 
Ａクラス（27名）  
 優勝： 鳥山 光昭５段→５段Ａ（長房） 
準優勝： 松本 健彦６段Ａ（石川） ３位：深山 睦弘５段Ａ（中野） 
Ｂクラス（21名） 
 優勝： 小西 弥一４段→４段Ａ(浅川) 
準優勝： 筒井 正範２段（浅川）  ３位：佐田 恵吉４段（浅川） 
Ｃクラス（22名） 
 優勝： 青沼 正義３級→２級（長房）  
準優勝： 毛利 忍３級（恩方）   ３位：亀井 裕太１級（石川） 
 

【編集後記】 
 今月号より、新しく編集者になりました川口同好会のS.I です。どうぞよろしくお願
い致します。 
今まで、当然のように、毎月配布されてくる「八
碁連だより」でした。特に待ち望んでいた事もなか
ったのですが、強いて言うならば、自分がエントリ
ーしている大会の日程等には、メモやスマホに記入
するなど注意深く見ていました。           滝山城址のさくらまつり・三の丸 
今度は自分から発信することで、もうすでに、過去のご担当のご苦労が身にしみてい
ます。ご意見、ご要望等お願いします。 
（表紙、滝山城址の木橋は、本丸に攻め上がる敵を迎え撃つ戦術として考えられたよう
です。） 


